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{目的}臨場毅秘性光感受性物質をmいた鵠婚の詩rl11蛍光診断のIlJ能
性を検討することを目的とする. {方法}本臨床研究員十婚は本学のj去
の{審理委員会の議諾を待ており，吏にインフォームドコン令ントを
得られた静i犠!街予定怠替を対象とする.光化学診器f(PhOl(){Jynmnk 
diagnosis; 1めD) 路行 5 時間前 iこ ιアミノレプリン~(i¥Lr¥; 10 rnが
ほ体重)を経口投与.f話線街野にファイパーにて誘導した 405nm
をq:t心とした脊色光を照射，励起された ()~35nm をピークとする赤
色蛍光保を高感度カメラ(浜松ホトニクス)にて観察記録し.{1q:'NiJf 
見および鶏理組織学的所見と対比倹討する. [結梁}街中診擬計訴に
先立ち， J持癌iこ対する左蹄、ド葉切i没後;こ認められた戸内ドj控の3
mmの築時多発綴平上皮籍病巣を ALA投与後に LIFE-lungsystern 
で観察した.この際iこ認められた非色蛍光は，その後，本併に対する
光線力学的治療路行時に観察したフォトフリン投号後の蔀色蛍?を没
より鮮明であった.現:(fまでのt~rtþ POD範行関は2倒.80才女性?
1tr前(立にで胸!謀議績が疑われたため，まず小説j換!下iこ総絞内を鋭
祭. 1~2 Il\m 大の白色小結節lì ， 青色光で励起されお色蛍光を黙し
た.迅速病理診断で播撞巣と線認.出発巣のみの切除を路行した.61
才立:悦上下築関に跨り存在した勝惑の局在は鵜膜から浅見される
赤色蛍光で確認できた.胸水，搭援はないが梅校洗浄総!翠診dass
V，強襲以外の腕践に異常蛍光を後知できなかった.2例とも街設経
過t:問題はなかった. [結論1ALAをmし、た PDDI土手艇やの騒磁の
局在，胸膜浸潤・接種の宥無などの腕癌の広がりの診樹にとってイi
揺な一つの補助手段となりうる.転移リンパ節;奇定への応用も期待
できる.
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